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背景｜アジャイル反復開発

｜アジャイル反復開発
- 短期間の反復でソフトウェアの機能を実装・提供する
ソフトウェア開発プロセス

- 一般的に「スプリント」と呼ばれる時間枠ごとに
作業を行う

｜アジャイル反復開発の工数見積もりでは，
文書を使用する

- 最近の調査研究では，開発者の97％が文書を使用し，

文書化された情報は重要と考えていることが報告され
ている[38]
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[38] Jirat Pasuksmit, Patanamon Thongtanunam, and Shanika Karunasekera. 2021. Towards Just-Enough Documentation for Agile Effort 
Estimation: What Information Should Be Documented? Proc. of the ICSME (2021), 114-125.



背景｜動機となる例

｜DM-11642

- スプリントに割り当てられた後
変更された

- 見積もり工数が1から10に増え，
納期遅延の原因となった

｜DocWarn（本研究で開発）

- 各作業項目の情報が変更される
確率を提供

- チームは潜在的な不確実性を
認識することができる

3



DocWarn

｜本研究では以下の3つのDocWarnを開発

- DocWarn-C：作業項目の特性に注目

- DocWarn-T：作業項目の説明文に注目

- DocWarn-H：CとTで用いたベクトルを連結
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リサーチクエスチョン

｜RQ1：ドキュメントの変化をどの程度予測できるのか

- DocWarnの精度を評価するために
2つのベースラインと比較

｜RQ2：ドキュメント変更の判断に最も影響する
特性はなにか

- ドキュメントの変更が起こりやすい作業項目の
特性を調査

｜RQ3：正しく予測できるドキュメント変更の理由は
なにか

- DocWarnが予測できるドキュメントの変更について，
定性的な評価を実施
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調査対象プロジェクト

｜Jira

- アジャイルチームに最適な機能を提供する
開発者向けプロジェクト管理ツール

｜以下の2つの基準でプロジェクトを選択

- スプリントでソフトウェア開発している
- 積極的にドキュメントを整備している
• 作業項目に関する長い説明文を文書化
• 作業項目を頻繁に更新する傾向がある

｜選択の結果， 9つのプロジェクトを
調査対象とする
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文書の変更

｜本研究での作業項目の文書変更

- 作業項目がスプリントに割り当てられた後，説明文が
意味的に10%以上変更されること

｜説明文の意味的な違いの測定
- コサイン類似度を使用
- スプリント割り当て時と最終版の意味的な差異を測定
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RQ1｜アプローチ

｜2つのベースライン（ランダム推測とOneR）と

DocWarnのパフォーマンスを比較

｜評価指標

- AUCとF1スコアを利用

｜評価指標5分割交差検証を10回繰り返し，

50個のモデルの評価結果を作成
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RQ1｜結果
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RQ1｜結果

｜DocWarnが2つのベースラインよりも優れた
性能を発揮する傾向がある

｜DocWarnの中では，DocWarn-Cが最も優れた

結果を示している

- 作業項目の特性が，説明文より文書変更の
予測因子として優れていることを示唆
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RQ2｜アプローチ

｜DocWarn-Cにおける各メトリクスの影響力を
平均減少精度（MDA）に基づいて測定

- RQ1で作成した50個の交差検証モデルすべてに
ついてMDA を推定

｜各メトリクスの影響度をランク付け
- Scott-Knott ESD 検定を実施

｜スピアマン順位相関を用いて各メトリクスと
確率の関係を測定

- 確率の間の関係の方向性を調査
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RQ2｜結果
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RQ2｜結果

｜ RSDRやASDRにおいて，文書変更が
生じる確率に逆相関がみられた

- 不安定な項目の担当経験のある開発者が報告者や
担当者になった場合，不安定になる傾向がある

｜説明文の長さにおいて，文書変更が
生じる確率に逆相関がみられた

- 説明文が短いほど，作業項目に文書変更が
発生する確率が高い

- チームは，説明文が短い作業項目を再検討し，
十分な情報が含まれていることを確認する
必要がある
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RQ3｜アプローチ

｜DocWarnが正しく予測できる作業項目の

ドキュメント変更の理由を手動で調査

- DM，TDQ，TUPのサンプルに対してオープン
コーディングを実施

｜オープンコーディングで得られた理由に
基づいて文書変更の理由を分類

- 9つのプロジェクトから合計394の作業項目を分類
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RQ3｜結果
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RQ3｜結果

｜スコープ変更とスコープ定義という，スコープの
変更に関する文書の変更が高い割合となった

- スコープ変更
• 作業項目がスプリントに割り当てられた後，作業範囲を
変更するために文書を変更すること

- スコープ定義
• スプリント割り当て時に作業範囲が定義されていない
場合の文書変更のこと
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結論

｜アジャイルチームが不確実性をよりよく管理
するために、スプリントに割り当てられた後の

作業項目の文書変更を予測するDocWarnを提案

｜DocWarnはベースラインより大幅に改善され，

スコープの修正に関連するものを正しく

予測できる

｜今後の研究では，より細かい文書に対する
文書変更を予測し，変更の影響を推定できる

アプローチを検討する必要がある
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所感

｜自分が取り扱いたいドキュメントとは違う種類の
ドキュメントを取り扱っており，興味深く感じた

｜積極的な文書化を行わないプロジェクトでは
どのような結果になるのか少し気になった
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補足資料
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補足｜DocWarn-Cで用いた特性
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補足｜調査対象としたプロジェクト
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